
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（諸収入）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

（指摘事項等） （対応）

　情報システムに関する高度な専門的知識経験を有するシステム監査指導員を引き続き設置し、情報システムの適正化などの推進
を図る。
　庁内プライベートクラウドの運用管理により、各課執務室で稼働しているサーバを統合し、安全かつ効率的な運用を図る。
　外部専門家の視点で県の情報システムに対する監査を実施し、システムの効率的な運用管理等を図る。
　長野県行政・財政改革方針の行政経営システム改革として携帯型端末の活用による業務の改善・効率化を図る。

12,419 25,172 0

（予算案）

行政情報化推進事業 直接

・システム監査指導員の設置
・庁内プライベートクラウド（庁内サーバの統合）の構
築・運営
・システム監査（外部監査）の実施
・携帯型端末（タブレット端末）の導入

合計

H25 H26

（当初）

12,419 25,172

事業番号 02 07 03 事業改善シート （26年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 行政情報化推進事業 担
当
課

部局 企画部

課・室 情報統計課情報システム推進室

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail infosys@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
５-１　高速交通・情報通信ネットワークの充実

目指す姿

現状

　県の情報化を推進するためには、情報に関する高度な専門的知識経験を有す職員が求められている。
　災害などの発生に対して、情報システムが安全に運用できるよう対策を行う必要がある。
　県が有する情報システムが有効に機能し効率的に運用されているか評価及び検証を行う必要がある。
　H25年10月1日現在　庁内プライベートクラウドへの統合システム数：12件

県が関与
する理由

　県の情報化に対する環境を整備し、情報システムの適正化や事務の電算化が円滑に推進できる体制を目指す。

県でなければ実施不可（内部管理）
【左記の説明、根拠法令等】

◆電子自治体の推進 実施期間 H24 ～

困難県民との協働による実施：

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容
（要求）

26要求 26予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

25,172

合計（A) 5,132 12,419 25,172 0

システム監
査の実施数

0件 13件

H27
目標

補正予算

Aの
財源

当初予算 5,132 12,419

0

目標 成果 達成状況

庁内プライベート
クラウドへの統合
システム数

9件
計15件

5件
計20件

項目
H25末

（見込）

0 5,132 12,390 25,143 0

2929

23年度 24年度 25年度

H26

概　算
人件費

1.50 0.50 0.50

0

6,556

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

0 概算事業費（B（A）+C） 0 18,943 16,548 29,301

12,387 4,129 4,129 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）
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